
Read Me

Pro Tools TDM 5.3.1 for Pro Tools  HD
(Macintosh システム のみ )

この書類には、Macintosh上の ProTools TMD 5.3.1 システムに関する互換情報、確認されている問題点、ユーザーガイドの
追加情報が記載されています。

互換性
Digidesign では、Digidesignが動作確認を行ったハードウエア / ソフトウエア環境のみを互換情報として提供しています。本
互換情報の最新リストは、Digidesign Webサイト上でご覧頂けます (www.digidesign.co.jp/japan/)。

AGP G4 Macintosh システム必要環境

古いAGP G4Macintosh をお使いの場合は、ファームウェアのアップデートが必要な場合があります。Pro Tools HDシステ
ムには、ブートROMのバージョン 4.1.8 以降が必要です。このブートROM のバージョンはApple システム･プロフィール
で確認できます。

デュアル･プロセッサー Macintosh システムの必要環境

現時点では、Pro Tools でデュアル･プロセッサーはサポートされていません。デュアル･プロセッサーMacintosh をお使い
の場合は、機能拡張フォルダーから Multiprocessing フォルダーを取り除いてください。これを行わないと、Pro Tools で -
6042 DAE エラーが発生することがあります。

ホットスワップ機器のサポート

Pro Tools の動作中はリムーバブル･ストレージ･メディアを“ホットスワップ”（追加または交換）することはできません。
使用する場合はまずアプリケーションを終了し、メディアを交換した後に、Pro Toolsを再起動してください。

Pro Tools とEZQuest Speed Tools

EZ Quest の Speed Tools（ドライブ･ユーティリティ）をインストール後、ProTools の再生／録音時に -9140 や -9019エラー
が発生することがあります。この場合、ProTools との互換性を確実にするには、SpeedTools に関連するHDST 機能拡張を
外す必要があります。

確認されている問題点
以下のセクションでは、Pro Tools 5.3.1 使用時に生じる可能性のある問題点と、その回避方法について記載しています。

Pro Tools HDシステム内のレガシー 888¦24 I/O

Pro ToolsHD セットアップ内で888¦24 I/O を使用する際、ProTools の起動時に 888¦24 I/Oが使用できない状態になった場合
は、888¦24 I/Oの電源を 1 度切ってから入れ直し、その後で初期化します（「Pro Tools¦HD スタートアップ･ガイド」内のレ
ガシー I/Oのコンフィギュレーションに関するセクションを参照）
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レガシー I/O の再アクティブ化

レガシー周辺機器にアサインされていたトラックの入出力が自動的にインアクティブになった場合、Hardware Setup ダイア
ログでレガシー周辺機器をアクティブにした後、それらの入出力をアクティブにするのに 2 度操作の必要な場合がありま
す。

Pro Tools 24 MIX/Pro Tools 24 システム起動時のエラー･ダイアログ

Pro Tools TDM 5.3.1 は、Pro Tools 24 MIX/Pro Tools 24 システムとは互換性がなく、これらのシステムでは起動しません。起
動しようとすると、以下のようなエラー･ダイアログが誤って表示されます：“A serious clock error has occurred, please restart
your computer”

EditPack とトラック･インポート

EditPack を使って Import Track の操作をキャンセルすると、Import Track スイッチが動作しなくなります。スイッチの機能
を戻すには、Pro Toolsを再起動するか、一度 EditPackをオフラインにした後、再度オンラインにします。

Pro Tools とDigidesign PRE マイク･プリアンプのコミュニケーション

Pro Toolsと PREを使用したシステムで OMSMIDI Setup の“RunMIDI in Background”オプションがチェックされていない
と、ProToolsからFinderへ切り換えた際にProToolsがPREとのコミュニケーションを失い、“ProTools isunable to communicate
with PRE”というメッセージが表示されます。Pro Toolsへ戻ると、このダイアログはクローズします。ProTools と PRE の
コミュニケーションを維持するには、OMSMIDI Setupの“RunMIDI in Background”オプションを有効にしておいてください。

DigiTest

DigiTest を使用する前に、全てのアプリケーションを必ず終了してください。DigiTestが終了したら、コンピューターを再
起動します。Pro Toolsが既に起動している状態で DigiTestを起動すると、システムがクラッシュすることがあります。

ATA ドライブとSCSI ドライブを併用した際の -6042 エラー

ATA ドライブとSCSIドライブを同時に使用したオーディオのレコーディング／再生は、現在Pro Tools 5.3.1 セッションで
はサポートされていません。これを行うと、-6042エラーが発生することがあります。

2 GB（以上）のファイルでの作業

2 GB以上のファイルを作成しようとすると、以下のようなダイアログが誤って表示されます：“Unable to create a new audio
file on drive‘ドライブ名’for‘トラック名’because a disk is full (-34)”。2GB 以上のファイルはサポートされていないため、
実際にはこの操作を行うことはできません。

アップサンプリングとクリッピング

オーディオ･ファイルを低いサンプル･レートからそれより高いサンプル･レートへコンバートする際に、ソース･オーディ
オが最大レベル、またはそれに近いレベルになっていると、再生時にクリップが生じることがあります。これは、あらゆ
るサンプル･レート変換アルゴリズムで発生する現象です。これを回避するには、アップサンプルする前に（Change Gain
プラグインで）オーディオ･ファイルのボリュームを下げます。オーディオ･ファイルをダウンサンプリングする際には、こ
うした問題は起こりません。

ハイ･サンプル･レートのファイルをコンパクト化するのに長い時間がかかる

ハイ･サンプル･レートのファイルのコンパクト化は、44.1 または 48 kHzのファイルと比較して、ずっと長い時間が必要と
なります。この処理中に進行状態を示すバーが長時間進まないことがあり、動作中であることを表示するのは“タッピン
グ･フィンガー”だけとなるためシステム･クラッシュと誤解しがちですが、[Compact Selected] コマンドを選択後にコン
ピューターを強制終了や再起動しないでください。この [Compact Selected]はディストラクティブなコマンドであり、再起
動するとファイルに問題が起こったり、データを喪失します。
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以前と異なるサンプル･レートのセッションを開く際のポップ･ノイズ

Mbox セッションをPro Tools 5.3.1 でオープンする

Mbox システムで作成されたセッションを Pro Tools TDM 5.3.1 でオープンする際、セッションはPlayback Engine を自動的
にPro Tools HDにセットして開きます。ダイアログは、この変更をポストしないようにアドバイスします。

ビデオ･トラックのあるセッションでオーディオを Loop レコーディング

ビデオ･トラックを含む作業の場合は、以前にレコーディングした選択範囲の上にオーディオを Loop レコーディングする
と、選択範囲の最初と最後がフレームの境界線上にある場合を除き、Loopレコーディングの“下に存在する”部分が Takes
List ポップアップに表示されません。

ビデオ･トラックのあるセッションで Loop モードで作業したい場合は、Edit モードを Grid にして選択を行い、Grid Value
ポップアップでFeet:Frames か TimeCode を選んで、GridValue を全体のフレームの最小分解能に設定します。

詳細は「Pro Toolsリファレンス･ガイド」を参照してください。

Import Audio ダイアログのマルチチャンネル･サウンド･ファイルとプレビュー

Import Audioダイアログではインターリーブ･マルチチャンネル･サウンド･ファイル（ステレオより多い場合）はプレビュー
できません。

192 kHz時のサラウンド･パンニング･オートメーションの制限

192 kHz セッションで数個のサラウンド･パンナーをオートメーションすると -6031 エラーが発生する場合があります。こ
うした場合の回避策としては、DAE Playback Buffer Sizeを上げるか、オートメーションをシンニングしてください。

Sound Resource ファイルにバウンス

Pro Tools 5.3.1 では 30 秒を超えるオーディオをSound Resource ファイルにBounce To Disk できません。これを行おうとす
ると以下のエラー･メッセージが表示されます：“Could not coplete the ‘Bounce to Disk ﾉ’command because: an end of file was
reached (-70)”

Legacy ポートを再有効化中のタッピング･フィンガー

192 I/O や 96 I/O の Legacy 周辺機器を使用するために再有効化中、タッピング･フィンガーが 20 秒以上も表示される場合
があります（待ち時間は定義されているLegacy 周辺機器の数に依存します）。これは ProTools がクラッシュした訳ではな
く、この操作が完了した後に通常の操作を再開できます。

Beat Detectiveの Edit Smoothing

Beat Detectiveの Edit Smoothing を、Fill And Crossfade オプションを有効にした状態で再生中に実行すると、システム･フリー
ズの起こる場合があります。Fill AndCrossfadeを選択してEditSmoothingを行うときは、リージョンを再生しないでください。

Avid XPress DV と、Pro Tools が QuickTime DV ムービーの参照ファイルを探すようプロンプト

Pro Tools は、セッションをオープンする際に、Avid Xpress DV で生成された QuickTime DV ムービーの参照ファイルを見
つけるようにメッセージを出します。この回避法は QuickTime を QuickTime Pro で、または self-contained QuickTime ムー
ビーとして保存します。

AVoption & AVoption¦XLとシステム･パフォーマンス

AVoption と AVoption¦XLは Macintosh の PCIバスへの要求が高くなっています。-6042エラーが生じた場合は、PCIバスの
オーバーヘッドを下げるため、以下のTIPS を活用してください：

･ ATIグラフィクス･アクセラレーター･カードを使用している場合は、そのシステム機能拡張を全てオフにしてください。

異なるサンプル･レートのセッションを開く（例えば96 kHzセッションの使用後に 48 kHz セッション）前に、必
ず全モニタリング機材のボリュームを下げてください。セッションを開く際にサンプル･レートが大きく変わる
と、大きなポップ･ノイズが出ることがあります。また、セッションを開く前に、Pro Tools のサンプル･レートを
新しいサンプル･レートへ変更する方法もあります：まずPro Toolsを立ち上げ、[Playback Engine]または[Hardware
Setup] ダイアログでサンプル･レートを切り替えてから、セッションを開きます。
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･デスクトップ･ピクチャーの表示をオフにしてください。

･デスクトップが完全に見えない状態に ProTools ウィンドウを配置してください。

･ AVoption システムでABVB VGA 出力にVGA モニターを接続している場合は、それをMovie ウィンドウの表示のみに限
定使用してください。

･ AGPビデオ対応のPower Macintosh G4コンピューターで、Digidesign が推奨するAGP グラフィクス･カードをインストー
ルしていない場合は、その追加を検討してください。このカードは全ディスプレイ･データをPCIバスから効果的に取り
除くため、PCI バンド幅のパフォーマンスとトラック数がずっと向上します。詳細は Digidesign の Web サイト
(www.digidesign.co.jp)でご覧ください。

プラグイン

Mod Delay II プラグインのディレイ･タイム

Mod Delay II のウィンドウでデュレーション（音価）を設定した後にコントロール･サーフィス（Digidesign Control¦24 等）
を使用してディレイ･タイムを変更しても、デュレーション･パラメーターは非選択状態にはなりません。プラグイン･ウィ
ンドウ内でディレイ･タイムの値を変更した場合には正しく動作します。

Mod Delay II プラグインのディレイがコピー＆ペーストされない問題

音価が選択された状態のステレオModDelay II プラグインのパラメーターを別のステレオModDelay II プラグインへコピー
＆ペーストする場合に、稀にディレイ･タイムが反映されない場合があります。その他のパラメーターは正しくコピーされ
ます。現状での解決策は、新しいプラグインへマニュアルでディレイ･タイムを入力する方法のみです。

DigiRack Dither のマルチチャンネル時の制限

DigiRack Dither プラグインが相互関連性のないディザリング･ノイズを提供できるのは 8 チャンネルであり、8 チャンネル
を超えるディザーはサポートしていません。DigiRack Dither が 8 トラックを超えて使用される場合は、ディザーのノイズ
源は繰り返し使用されます。例えばセッション内で Quad DigiRack Dither が 2 箇所で使われている場合には、両者のディ
ザー･ノイズには全く関連性はありませんが、これ以上のDither プラグインを実行すると、同じノイズ源が繰り返し使用さ
れます。

Pro Tools 5.3.1 は WaveShell 3.0 を非サポート

Pro Tools 5.3.1 はWaveShell 3.0 以前をサポートしていません。WaveShell 3.0 以前がインストールされた状態でPro Tool を
起動すると、システムがクラッシュします。DAE Folder 内の Plug-Ins フォルダー内にある WaveShell を Plug-Ins(Unused)
フォルダーへ移動してください。WaveShell のアップデートについては各代理店へお問合せください。

Waves のプラグインでオーディオ･ファイルをプレビュー後に DigiRack AudioSuite プラグインを使用

ステレオ･オーディオ･ファイルをWaves のプラグインでプレビュー後にDigiRack AudioSuite プラグインでプロセスしよう
とすると、以下のようなエラー･メッセージが出ます：“This plug-in only processes 47 channels at a time. The current selection is
not a multiple of that amount”。この場合には、プロセッシングの前に一度プラグインを閉じてから、再度開きます。

DirectConnect プラグインを使用しているセッションにマルチモノ RTAS/TDM プラグインを実行

既に DirectConnect プラグインを含むセッションにマルチモノRTAS またはTDM プラグインを追加（実行）しようとする
と、その完了までに最長で3.5 分が必要です。

Pitch Shift AudioSuite プラグイン

リージョン･リスト内のステレオまたはマルチモノ･ファイル数個をタイム･コレクションをオフにした AudioSuite Pitch
Shift プラグインでバッチ処理すると、2番目以降の各ファイルの右チャンネルはランダムなオーディオかホワイト･ノイズ
になります。AudioSuite Pitch Shift プラグインを使用する際は、各ステレオ／マルチモノ･ファイルを個別に処理するか、
バッチ処理する前に個別のモノファイルへ分割してください。

Pitch Shift AudioSuite プラグインとプレビュー

Pitch Shift AudioSuite プラグインはプロセッシング専用で、AudioSuite Pitch Shift プラグインのPreview コントロールにはタ
イム･コレクションが含まれないため、プレビューできません。
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RTAS Signal Generator がポップ音を発生

RTAS Signal Generator はセッションの再生時にポップ音を発生する場合があります。

Signal Generatorのピンク･ノイズ

Signal Generator には、ルーム･キャリブレーション等の用途に適した、改良されたピンク･ノイズ･シグナル出力が搭載され
ています。ピンク･ノイズの出力レベルはVer.5.3 より前と比較するとかなり高くなっているため、ピンク･ノイズを出す際
にはクリップが起こらないよう、Signal Generator のボリューム･スライダーを -12 dB に設定してください。

Multishell プラグインのキーインプット信号を保持

周辺機器間のLoop Sync が失われると、ハードウェア入力を使用したMultishell キーインプットはオーディオを通さなくな
ります。キーインプットをレストアするには、LoopSync を再度確立し、プラグインを一度非アクティブにしてから再度ア
クティブにします。

Apple Sound Manager とDigidesign コントロール･パネル

"サウンド”コントロール･パネル

Apple“サウンド”コントロール･パネルで出力に“Digidesign”を選択すると、画面の下半分が瞬時にリフレッシュせず、
バランス･スライダーがされません（グラフィクスは Digidesign をクリックする以前の状態のままになります）。リフレッ
シュするには、“サウンド”コントロール･パネルを一度閉じてから、再度開きます。

Digidesign コントロール･パネルのサウンド出力と AppleCDオーディオプレーヤまたは Toastからの CD再生

Apple“サウンド”コントロール･パネルで“Digidesign”が選択され、AppleCD オーディオプレーヤ･アプリケーションま
たは Toast で CD を再生すると、CD の終了時にシステムがクラッシュすることがあります。Apple iTunes にはこの傾向は
ありません。

Digidesign コントロール･パネルをQuickTime（または iTunes）と使用

サード･パーティ･アプリケーション（QuickTime等）が動作し、その出力がDigidesign ハードウェアにアサインされている
場合、Digidesign コントロール･パネルで Digidesign Hardware Setup の設定を変更できません。Digidesign コントロール･パ
ネルでDigidesign Hardware Setupを変更するには、Digidesign コントロール･パネルを開く前にサード･パーティ･アプリケー
ションを終了します。

Native Instruments Pro-52 の使用

Digidesign Sound Drivers が出力に選択されていると、アプリケーションを終了時にNative Instruments Pro-52 がフリーズしま
す。

同期

有効な同期とオプティカル同期モード

Hardware Setup ダイアログでClock Source を Optical へ設定すると“Your hardware does not have sync. Check your sync cables
or change the Sync Mode.というメッセージが表示されますが、実際には問題はなく、OKをクリックすると“You now have
a valid sync.”というメッセージが表示されます。

Alesis BRC使用時のバリスピードの制限

Clock Source が外部入力を使うように設定されている場合（Internal以外の全ての設定）、Alesis BRCでバリスピードを変更
すると、96 I/O と 192 I/O の Loop Sync が途絶えてしまいます。Clock Source を外部入力に設定する前にバリスピードを設
定し、バリスピード量を設定してからClock Source の選択を行うことで、この問題を回避できます。Clock Source が外部入
力になっている状態では、Alesis BRCでバリスピードを変更しないでください。

エクスポートしたファイルのオーディオ･プルアップ／プルダウンとサンプル･レート

オーディオのプルアップ／プルダウンは、エクスポートされたオーディオのサンプル･レートには影響を与えません。エク
スポート時のサンプル･レート･コンバージョンにプルアップ／プルダウンを反映させるには「DigiTranslator Integrated
Option Guide」のAppendix A を参照してください。
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ユーザーガイドへの追加と訂正
以下のセクションには Pro Tools 5.3.1 リファレンス･ガイドへの追加と訂正です（Pro Tools TDM 5.3.1 追補ガイドには含ま
れていません）。追加項目については追補ガイドを参照ください。

オーディオ･トラックをループまたは再生時の編集

「ProTools リファレンス･ガイド (PN 932708768-00 REV B」の P163 に紹介されている“プレイバック時のリアルタイム編
集”可能なアイテムに、誤って「フェード･イン／アウト、クロスフェードの設定」が含まれています。再生時にフェード
やクロスフェードを作成すると、再生は停止されます。

Pro Tools 5.0.1（またはそれ以前のバージョン）とオフライン･リージョン

オフライン･リージョン（Pro Tools software バージョン 5.1 で搭載された機能）は、Pro Tools 5.0.1 以前で作成されたリー
ジョンに対しては使用できません。Pro Tools 5.0.1 以前のセッション（Pro Tools FREEセッションを含む）をオープンする
と、スキップされたオーディオは青い“オフライン”リージョンとはならず、ドロップします。

Macintosh のスリープ･モードを非サポート

Pro Tools をオープンしている状態で Macintosh がスリープすると、スリープを解除した際にコンピューターが機能しなく
なる場合があります。Pro Toolsを使用する場合は、Macintosh をスリープしないように設定してください。

ステレオまたはマルチチャンネル･メイン･パスに準じたモノ･サブパス･ネーム

モノ･サブパスは自動的にネーミング（または追加され）され、ステレオまたはマルチチャンネル･メインパスに準じた名
前が付けられるようになりました。例えば“nameX”というステレオ･パスには“nameX1”, “nameX2”という具合です。
ステレオ･パスの名前が変更されると、それに準じてサブパスもリネームされます。

176.4または 192 kHzでのオーディション

リージョン･リスト内のリージョンのオーディション、クロスフェードとAudioSuite プロセスのプレビューを行う際の出力
ルーティングには Direct I/Oが使用されます。出力パスには I/O Setup ダイアログの Audition Path のセッティングが使用さ
れます。

176.4または 192 kHz のセッションでは、DirectI/O は最初の 6 つの物理出力へ制限されます。AuditionPath 出力 7 以降は利
用できず、淡色化されます。また、I/O Setup で Audiotion Path を設定していない場合は、出力1-2へデフォルト設定されま
す（注：以前 Pro Tools 5.3 を 176.4/192 kHz で使用し、メイン出力パスに出力 1-6が使われていた場合は、Audition Path が
誤って出力7-8へデフォルト設定されています）。

アップサンプリングとセッションの長さ

長いセッションを Save Session Copy In コマンドでアップサンプリングすると、セッションのエンド･ポイント以降のリー
ジョン･データが失われる可能性があります。これは、サンプル･レートが高いほど、セッションの最大長が短くなるため
です（表1 を参照）。
表 1. セッションのサンプル･レートに応じたセッションの長さ

セッションのサンプル･レート セッションの最大長

44.1 kHz 12 時間 24 分

48 kHz 11 時間 24 分

88.2 kHz 6 時間52分

96 kHz 5 時間52分

176.4 kHz 3 時間21分

192 kHz 2 時間21分
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R側のパン･オートメーション･データのカット（とコピー）に関する TIP

R側のパン･オートメーション･データをカットした後、そのデータはControl キーを押しながら操作しない限り、別のステ
レオ･トラックの R側のみにペースト可能です。異なるオートメーション･タイプへペーストする際には、必ずControl キー
を押しながら操作してください。

パフォーマンス向上のTIP

Pro Toolsのパフォーマンスは指定した Undoレベル数に影響されます。ProTools のパフォーマンスを最適化するには、Pro
Tools の Preference ダイアログ内のEditing タブで必要最低限のUndoレベルに設定してください。これは、多くのリージョ
ン（例えば数1,000 以上）を含む編集を行う際に、非常に役立ちます。

新しいフェードを作成する際のTIP

Batch Fades ダイアログで新たにフェードを作成する際に時間を（最大で半分に）節約するには、Adjust Existing Fades の
チェックボックスを無効にします。

別のリージョンに隣接したリージョンにフェードを作成

別のリージョンへ隣接したリージョンにフェード･インやフェード･アウトを作成する際には、Fade Inまたは FadeOut ダイ
アログでなく、Crossfade ダイアログが表示されます。こうした場合には Smart Tool でフェード･インやフェード･アウトを
作ったり、Fade to Headや Fade to Tail コマンドを使います。

FireWire または SCSI ドライブのアンマウント

Digidesign は、ProTools の動作中にFireWire またはSCSIドライブをアンマウント（ドライブをゴミ箱へ移動）することを
推奨していません。これを行うとMac OS -17エラーが起こります。まずPro Toolsを終了して、それからドライブをアンマ
ウントしてください。

Pro Tools HDシステムと SampleCell II カード

Digidesign は Pro Tools HD システム上で Soft SampleCell の使用を推奨していますが、特定の制限と必要環境のもとで
SampleCell IIカードを使用することもできます。詳細な情報はDigidesignのWebサイト (www.digidesign.co.jp)の Pro Tools¦HD
互換情報を参照してください。なお、ProTools¦HD システム内でSampleCell II ハードウェア･カードを使用しても、システ
ム･クラッシュ等の問題はありません。

レガシー I/O とのセットアップ時の外部クロック出力

「ProTools¦HD スタートアップ･ガイド」のP27 のステップ6 には「レガシー周辺機器に“設定”されるとExt. Clock Output
は自動的に 256xへ切り替わる」と記されていますが、これは“初期化”の誤りです。また Ext. Clock Output の再設定の手
順にも誤りがありますので、以下のようにしてください：

レガシー･オーディオ･インターフェースがPeripherals にリストされている（つまり、HardwareSetupで初期化され
ている）場合、Ext. Clock Output は Slave 256xへ自動的に切り替わります。この場合、Ext. Clock Output はレガシー
I/Oのみに使用できます（“Legacy I/O”を“NoInterface”へ設定するには、Peripheralsリストでその名前を選択し、
Interfaceポップアップ･メニューから“No Interface”をクリックします）。

レガシー･ポートの初期化ステップについては「Pro Tools¦HD スタートアップ･ガイド」を参照してください。
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